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スキー指導に関する研究は,1980 年代頃

までは比較的活発になされてきたと言

える.しかし,近年では毎年 1〜2 編とな

ってきている.スキー指導に関する成果

は,短い時間で効果が客観的に見えない

ことや,結果の数値化が困難であるとい

うことも,その一因としてあげられるか

もしれない.あるいは,スキー指導に関

わる研究の成果が一応のまとめをみた

のであろうか.スキーを学ぼうとしてい

るスキーヤーは沢山いる.今後はスキー

指導に関して,その研究の目的や方法論

を学会でプロジェクトを組み体系的に

行っていくことが必要かもしれない. 

 スキーそのもの（スキー技術,運動）

を教えることはもちろん大切であるが,

誰に,何を,どのように教えていくのか

という質的研究の方向性も探らなくて

はならない.これまでの画一的な集団を

対象にした指導から個に目をむけた指

導法の開発が指摘できる. 

 また一方で,スキーは環境教育の方法

論としては最もふさわしい実践方法の

一つかもしれない.スキー環境の構造や

機能がどのようなものなのか,この問い

に対して答えを出すことは,単にスキー

技術や知識を展開するだけではなく,

様々な研究分野とのコラボレーション

とともにスキーのオントロジーが叫ば

れなくてはならないかもしれない. 

 また,スキーの運動としての魅力は

「動的平衡」に帰するのかもしれない.

限りなく不安定な安定を求めて我々は

滑りを追求しているのかもしれない.こ

のように考えるとスキーの魅力はつき

ない.スキー運動の目標は,より高い技

術の習得である,と長らく言われてきた.

しかし,今日の状況は技術一辺倒から楽

しみや健康の維持のためにといった中

高年世代のスキーへの参加がめざまし

い.すでに第 14 回大会でシンポジストが

指摘している,スキーヤーの環境の中で

の存在論を論議する時がきたのではな

いだろうか. 

 本題ではスキーの今日的状況の分析

からスキーヤーの減少の要因,スキー研

究のとりわけ指導法に関する研究の減

少,そして今後の指導研究のための方向

性について言及していく. 

 

スキー指導では,学習者が求めている

ものを指導者が,素早く認識し適切な方

法をもって教授し,その成果が表出しな

くては指導成果が得られたとは言えな

い.しかも安全に楽しく短時間で新しい

技術を習得し,その結果としてさらに険

しい斜面や難しいゲレンデに挑戦でき

るようになる.スキーヤーは指導の成果

を,今滑っている斜面ですぐに知ること
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ができる. 

 

 
図１. 課題の設定 

 ここでは,本課題を考えていく上で以

下のような 6 つの段階で考えていくこと

にする.①日本スキー学会における,こ

れまでの大会号,学会誌,スキー研究の

20 年間からスキー指導に関するテーマ

を抽出し分析していくこととする.次に

②このテーマ数を経年的に外観する.さ

らに③その内容の分析,④スキー指導に

関する研究の課題とは何なのか,⑤求め

られるスキー指導とは何なのか,最後に

⑥スキー指導研究の今後の方向性につ

いて推察していく. 

 スキー指導に関するテーマをこれま

での学会誌やスキー研究誌から抽出し

ていく上で,「指導」,「学習」,「プロ

グラム」,「授業」,「講習」,「技術」,

「初心者—上級者」,「指導者」,「用語」

といったキーワードを設定した.スキー

指導に研究の最終的な目標を設定して

いる論文がほとんどであるが,発表され

た論文がその時点で何を目的にしたも

のであるかを明確にすることによって,

論文のテーマを明らかにすることが重

要であると考えた.ものことにより,筆

者と他の人との間に研究テーマの分類

では多少のズレが生じるかもしれない. 

 

 

 

３．指導法に関するテーマの抽出 

 
図 2. 指導法に関するテーマの抽出

 スキー学会の 1991 年の第 1 回大会か

ら 2010 年までの本大会でスキー指導に

関するテーマで発表された論文とスキ

ー研究の第 1巻から第 7巻までに発表さ

れた演題は 96 題であった.これまで日本

スキー学会は第 7回大会で「スキーの指

導」,第 15回大会で「スキーと教育」さ

らに昨年の第 19 回大会の「スノースポ

ーツの多様化と学習・指導」と３回にわ

たってスキー指導やスキー教育につい

てメインテーマとして取り上げてきて

いる.一般に学会大会ではメインテーマ

に関する口頭発表論文は関係性を持ち,

そのテーマに類した発表が多くなる傾

向にあるが,日本スキー学会は様々な専

門分野の会員の集合体であることから

も,このような傾向があるとは一概に言

い切れない.むしろ学会テーマと発表の

内容についての関係性は無いといった

方が適切かもしれない. 

 井村は第 15 回大会のシンポジウムコ

ーディネーターとして「野外教育の視点

から,スキー教育を考える」ことを強調

し,スキーを手段とした環境教育の必要

性に着眼し,野外教育に目標を置いたス

キー教育を指摘している.このようなこ

とを考えれば,すでにスキー教育そのも

のを目的とすれば必然的にスキー技術

の習得,スキー技能の習得といったこと

は考え直さなければならないのかもし
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れない.スキー技術の追求は,スキー運

動の発展のためには今後も不可欠であ

る.しかし一方で,若者のスキー離れが

顕著な今日においてはスキー指導にた

ずさわる関係者は一考の時期にきてい

るものと指摘できる.

図 3は日本スキー学会におけるスキー

指導に関する発表演題数の経年的変化

を表したものである.スキー学会大会号,

スキー学会誌,スキー研究から重なるも

のは削除して図にしたものである.年次

を囲ってある 7 回大会,15 回大会,19 回

大会については前述したようにスキー

指導に関する大会テーマを設定した大

会である.この図からテーマをスキー指

導にしてもスキー指導に関する発表や

掲載論文数が必ずしも増えることはな

いことが明らかである.図から第 1 回大

会から 5回大会まではスキー指導に関す

る演題は増加しているものの,9 回大会

をピークに減少し,本年度はゼロであっ

た. 

4．スキー指導に関する発表演題数の経

年変化 

図 3. スキー指導に関する発表演題数の 

経年変化 

 

1999年の第9回大会を期にスキー指導

に関する論文数は減少傾向にある.1998

年の長野オリンピックまでが日本にお

けるスキーの一時代であったものとも

推察できる.日本スキー学会では第 7 回

大会,第 15回,第 19回と「スキー指導」

に関するシンポジウムを行い,スキー指

導について様々な角度からディスカッ

ションを行ってきた.しかし,シンポジ

ウムでのテーマの取り上げとは関係な

く指導に関する論文は明らかに減少し

てきていることは事実である. 

図 4. 学会テーマとシンポジウムの変遷 1 

 

図 5. 学会テーマとシンポジウムの変遷 2 

５．指導法に関連する研究数の増減 

図 6. 指導法に関連する研究数の増減 

図 6はレジャー白書 2000よりスキー,
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スノーボードへの参加人口の推移を作

成したものである.平成 14年からスキー

人口は急激な減少を示している.1998 年

の長野オリンピックから 2002 年のトリ

ノオリンピックでは,国内開催のオリン

ピックと外国でのオリンピックへの関

心度も影響し,スキー人口にも影響を及

ぼしたのかもしれない.その後スキー人

口は一向に増加する気配がない.このよ

うな傾向の中でのスキー指導研究の増

加も期待できないところである. 

 

 

図 7. シーズンプレイ日数の平均 

（SNOW BUSINESS no.103.2005より）

 図は SNOW BUSINESS 2005 において紹

介されたシーズンプレイ日数の平均を

示しているものである.この図からも

2003 年（平成 15 年）を境としてスキー

にでかける人口の減少が明らかにされ

ている.このような中で全国の大学にお

けるスノースポーツ実習を代表するス

キーの実習も少なくなってきた.スキー

ヤーの減少に伴ってスキー技術の探求

をする求める者も少なくなったことが

想像できる.スキー指導の研究成果は,

スキーヤーの要求に答えてこそ成立し

ていたと考えられる. 

 

 

 

 

 

 

６．指導法研究が少なくなった要因 

 
 図 8. 指導法研究が少なくなった理由

 このようにスキー指導に関する研究

論文が少なくなってきた原因は何なの

であろうか.その要因としてはいくつか

あげることができる.第一にはスキーヤ

ーの減少にともない指導法の必要性が

少なくなったことに起因する.昭和 63年

の日本スキー学会誕生 2 年前には,スキ

ーへの日本人の参加率は 20 代（最も参

加率が高い世代）では,30％近い数値を

示しているものの,平成 20 年では,その

数値は５％にまで減少している.このよ

うな減少は日本人のすべての世代にお

いて減少として表れている.しかし,年

齢が高くなるにつれて,その減少率は緩

やかになっている.かつて大学における

冬のスポーツ実習は,スキー実習以外に

は考えられなかった時代が昭和の後半

から平成 10年頃までであろう.この頃の

スキー研究のテーマは,指導に関するも

のも全盛期を迎えている.内容的にはス

キー技術一つ一つの指導法の確立に及

ぶほどの詳細な研究が行われ,発表され

ている. 
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７．スキー指導研究の手法 

図 9. スキー指導研究の手法 

 

スキー指導の研究手法は様々である

が,その研究目的が最終的には研究者に

とってスキー指導を目的にしていれば,

手法はどんなものでも良いのかもしれ

ない.一般的には数値化を求める心理学

や生理学的方法が今日まで多くとられ

てきている.また観察による方法やアン

ケートを用いた質問紙法も用いられて

いる.観察による方法は多くの被験者を

対象にすることが困難であり,また観察

者の主観が反映され,結果の一般化に限

界もある.実験室における測定・評価や

生理学的な研究結果と較べ,指導場面で

の直接的なデータの収集と結果の考察

は前述したように,多くの要因が結果に

反映していることが推察される.特に

刻々と変わる雪質,再現性の不可能なゲ

レンデ状況やスキーヤーの滑走姿勢は

結果に大きな影響を及ぼしている.これ

らはスキー指導研究の中で最も解決の

困難な課題であるとともに,これらこそ

が重要な課題であるかもしれない.すな

わちスキー指導では指導の対象となる

スキーヤーの分だけ指導方法論が必要

となってくるものと考えられるからで

ある.スキー指導の方法論の一般化はあ

る一定のベクトルまでいったならば,次

の段階は個々のスキーヤーの質的なも

のを対象になされるべきなのではなか

ろうか. 

統計的手法により集団を一般化し,結

果を導きその考察をした時期は終わり,

今後はスキー指導研究にはオントロジ

ーも必要となってくるのではなかろう

か. 

８．指導法研究のこれまでの課題 

図 10.指導法研究のこれまでの課題 

 

ここで,これまでの指導法研究の問題

点を取り上げて考えてみよう.まず第一

に,研究の課題が研究のための課題にな

っていなかったということが指摘され

る.研究のための研究すなわちスキー指

導現場の問題を無視して,研究のテーマ

が研究者の思い入れだけで設定されて

きていないかということである.さらに,

スキー指導に関する研究テーマは,いく

らでも考えられ,体系的に取り扱われて

きていないことも指摘できる.他の関連

学会や,スキーを職業としている団体等

との連携がなされてきていないことも

指摘できる.スキー指導の現場のテーマ

は,スキー研究者が考えるテーマほど複

雑でなくシンプルなのではなかろうか.

他の関連研究団体との情報の交換も重

要であり,さらに諸外国との連携も必要

であろう. 
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9. スキー指導の研究が目指すもの 

図 11. スキー指導の研究が目指すもの

どのような運動の指導法研究も次の

ような 3つを追求していると推察される.

①す効率的で指導の成果があがるもの.

②学習者にわかりやすいこと.③安全で

楽しいこと,である.スキーの研究には

医学的,工学的,歴史的方法など様々な

方法があるが,いずれもその成果はスキ

ーの指導と繋がっているものであり,研

究そのものが目的になっていることは

ない. 

１０．指導法研究への期待 

図 12. 指導法研究への期待

最後に,スキー指導に関する研究の将

来の方向性について考えてみたい.スキ

ー指導に関する研究は,その結果が短時

間では表れにくい（もちろん短時間,短

期間でも一定の成果の期待できるもの

指導法も明らかにされている）ことから,

むしろ物理量の変化を明確化できる研

究成果の報告へとスキー研究の方向性

がシフトしていく傾向にある.スキー指

導の研究は,技術の習得方法や技能の向

上の方法論を明らかにしていくことよ

りも,今後はスキーという運動を通して

期待される効果,すなわちスノースポー

ツを通して得られる精神的,肉体的ある

いは社会的効果について測定・評価をし

ていくことが,スキー指導の研究の将来

性が期待されるところである. 

 図 13 は性別・年齢別構成からスキー

ヤー,スノーボーダーの 03 年から 05 年

の推移について示したものである.この

図から男性,女性ともにスキーヤーでは

40 代以降の増加が顕著に認められる.今

日の日本の社会的・経済的状況は,この

ような年齢構成の人たちがスキーをす

ることを促しているのかもしれない.こ

のように考えるならば,40 代を対象とし

たスキー指導のプログラムの研究も急

がれるところであると推察できる. 

図 13. 性・年代別構成

（SNOW BUSINESS no.103.2005より）

１１．スキー指導研究の将来への方向性 

図 14

スキー場の安全管理,危機管理等をス

キー学習,指導体系と統合を考えていく

－ 50 － － 51 －



ことによって,一過性の研究成果から持

続性のあるスキー場と,その学習の場を

利用するスキーヤーとの関連性が明ら

かになりマクロな指導法へと発展して

いくものと考える.研究対象を技術やそ

の習得方法の研究から,スキー環境（自

然や人やマテリアル環境）を対象にした

プロジェクト研究の必要性も上げられ

る.当然個々には,自然保護の教育も取

り上げられていかなければならない.第

15 回大会でションポジストの一人は「ス

キースポーツ及びスキー場からは,生き

ていくための力」を得ることができると

示唆している.このエビデンスを追求す

ることもスキー関係者に課せられた課

題であると考えられる. 
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